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を作成すること。 

(9) ＜注＞は本文中の該当箇所に、(1)、(2)と上付きで表記し、本文の末尾にまとめて

記載すること。なお、＜注＞と＜参考文献＞は別に記載すること。 

(10) ＜参考文献＞の記載方法は、以下の通りとする。なお、＜参考文献＞は＜注＞の後

に記載すること。文献は、以下の例に従って、アルファベット順に記載すること。 

Gill Jones and Clara Wallace，1992，“Youth、Family、and Citizenship” ，Open  
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家族・国家・シティズンシップ』新評論）. 

Fuss, Daniel，1992，"Fashion and the Homospectatorial Look"，Critical Inquiry 18，The 

University of Chicago，pp.713-737. 

Hall, Stuart，1980，"Encoding/Decoding"，in Culture, Media, Language，ed by The Centre 

for Contemporary Cultural Studies University of Birmingham，Routledge，pp.128-138. 

坂本桂鶴恵，2000，「消費社会の政治学」宮島喬編『講座社会学 7 文化』東京大学

出版会，pp.93-12. 

吉本圭一（主査），2001a，『欧州の高等教育と職業に関する各国レポート―「高等

教育と職業に関する国際比較研究」のための資料集―』日本労働研究機構. 

吉本圭一，2001b，「大学教育と職業への移行」『高等教育研究』第 4 集，玉川大学

出版部. 

※文献表記は、日本教育社会学会編『教育社会学研究』の投稿規定に準ずる。 

(11) 英数字は半角を使用すること。 

6. 原稿は、原則として、投稿者（共同執筆の場合は、代表者）が編集委員会にメールで送

信すること。添付ファイルは以下の通りである。なお、添付されたファイルに不備があ

る場合は受理しない。 

(1) 投稿申込書 

(2) 投稿論文原稿(Microsoft Word で作成したもの。ただし、図表等に関しては、この限

りではない。) 

(3) 投稿論文と方法や目的に関して発表済みの報告書や論文があれば、投稿論文との

相違点を示した書面。(2000 字程度) 

(4) 編集委員会の E メールアドレス：lab_jornal@pme.kyushu-u.ac.jp 

7. 本誌に掲載された論文等の著作権は、本研究集録に帰属する。ただし、著作者自身が、

本研究集録に掲載された論文等を利用する場合は特別な手続きを必要としない。 

8. 投稿された論文は、編集委員会において査読される。編集委員会は投稿された論文の査

読及び編集作業を行うためにおく。 
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木村 拓也（きむら たくや） 
所属：九州大学大学院人間環境学研究院・教授／大学入試センター研究開発部高大接続部門・教授 
研究テーマ：教育測定評価に関する社会学研究 
主要論文： 
2．木村拓也「米国大学入学者選抜における大規模標準化テスト SAT/ACT からの離脱決定の論理構

造―カリフォルニア大学における標準化テスト・タスクフォース（STTF）報告書の分析」『九

州教育学会紀要』48 号、2021 年 6 月、pp.25-32. 
2．木村拓也・安野史子・荒井克弘「大学入学者選抜制度における「複数回受験」の研究ーー能研テ

スト昭和 39 年・40 年連続受験者の得点分析」日本分類学会編『データ分析の理論と応用』6
号、2017 年 3 月、pp.3-19. 

3．木村拓也「大学入学者選抜と『総合的かつ多面的な評価』——46 答申で示された科学的根拠の再

検討」日本教育社会学会編『教育社会学研究』第 80 号、2007 年 5 月、pp.165-186. 
 
徳永 真直（とくなが まさなお） 
所属：九州大学大学院人間環境学府教育システム専攻・修士課程 
研究テーマ：教員給与政策 
主要論文： 
1．徳永真直，2022，「人材確保法における教員給与優遇の縮減に関する構造的要因ー義務教育等教員

特別手当をめぐる政策過程に着目してー」『教育制度学研究』第 29 号,pp.105-121. 
2．徳永真直，2021，「人材確保法制定後における教員給与の優遇の推移ー1978〜2018 年の小・中学

校教員と一般行政職の年齢層別給与比較を通じて」『九州大学教育社会学研究集録』第 22 号，

pp.1-11. 
 
中世古 貴彦（なかせこ たかひこ） 
所属：九州産業大学・講師 
研究テーマ：高等教育論 
主要論文： 
1．中世古貴彦, 2018, 「研究大学の自律と統制 : カリフォルニア大学を例に」『高等教育研究』第 21

集, pp.195-212. 
2．中世古貴彦, 2018, 「米国高等教育における調整が他州管理機構の廃止の影響 : カリフォルニア中

等後教育コミッションを例に」『教育制度学研究』第 25 号, pp.132-146. 
3．中世古貴彦, 2017, 「『一流研究大学』直結型留学生向け予備教育の戦略 : メルボルン大学のファ

ウンデーション・プログラム」『大学教育学会誌』第 39 巻 2 号, pp.68-75. 
 
田中 佳太（たなか けいた） 
所属：開智中学・高等学校 

教諭 
研究テーマ：国際バカロレア教育 
 
坂巻 文彩（さかまき あや） 
所属：九州大学大学院人間環境学府・学術協力研究員 
研究テーマ：大学教育の学修成果 
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主要論文： 
1．坂巻文彩，2022，「参加日数によるインターンシップの効果－工学系分野の大学院生を対象に－」

『工学教育』日本工学教育協会，第 70 巻 2 号，pp.75-81. 
2．坂巻文彩，2022，「大学教育で修得した能力と職業上での有用性評価との関係性－法学分野の卒業

生の視点から－」『職業教育学研究』日本職業教育学会，第 52 巻 1 号，pp.21-28. 
3．坂巻文彩，2020，「法学部における職業統合的学習をもとにした大学の類型的考察－修得が期待さ

れる能力、正規科目としての位置づけ、担当教員の特徴に着目して－」『インターンシップ研

究年報』日本インターンシップ学会，第 23 号，pp.1-10. 
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